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06	

農
産
物
販
売
の
原
点　

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト

07	
成
熟
社
会
に
な
り
農
作
物
栽
培
へ
の
関
心
高
ま
る

08	
都
市
農
業
の
展
望　

市
民
と
の
協
働
で
開
こ
う

09	

〝
ア
マ
チ
ュ
ア
的
農
〟
の
広
が
り
が
都
市
農
業
振
興
に

10	

全
国
で
増
え
て
い
る
空
き
地　

ど
う
活
用
す
る
か

目
　
次

01	

商
工
業
と
農
林
漁
業
の
調
和　

日
本
で
こ
そ
成
立
す
る
概
念

02	

消
費
者
が
食
べ
た
い
の
は
素
性
の
知
れ
て
い
る
も
の

03	

世
界
的
に
進
行
す
る
都
市
化　

貴
重
な
日
本
モ
デ
ル
の
発
信

04	

農
地
を
め
ぐ
る
流
れ
が
変
わ
っ
た　

宅
地
増
や
す
時
代
は
終
焉

05	

オ
ラ
ン
ダ
の
農
家
を
訪
ね
て　

農
業
の
楽
し
さ
豊
か
さ

第
１
部　

都
市
農
業
の
時
代
が
や
っ
て
き
た

は
じ
め
に

都
市
農
業
の
時
代

�
食
料
安
全
保
障
へ
反
転
攻
勢
始
ま
る

②　目次（かくし）
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28	

生
産
緑
地
の
貸
借
―
農
業
委
員
会
の
真
価
問
わ
れ
る

29	

都
市
計
画
法
の
用
途
地
域
に
農
業
も

30	

農
業
の
発
展
と
女
性
の
活
躍

31	

農
地
守
る
た
め
―
農
業
委
員
会
と
農
業
会
議
の
周
知
を

23	

こ
れ
か
ら
は
都
市
の
農
地
に
積
極
的
投
資
を

24	

空
き
地
問
題
の
顕
在
化
と
今
後
の
都
市
農
業

25	

農
地
の
貸
し
借
り
に
思
う
―
農
業
の
維
持
発
展
を
考
え
て

26	

都
市
の
野
菜
生
産
―
食
料
不
足
時
代
の
到
来
は
目
前
に

27	

侮
れ
な
い
Ｅ
Ｕ
の
農
業

第
３
部　

都
市
自
治
体
は
農
地
に
積
極
的
な
投
資
を　

37	

「
都
市
と
農
村
の
結
婚
」
目
指
す
田
園
住
居
地
域
制
度

38	
ロ
ン
ド
ン
五
輪
と
都
市
農
業
の
意
義

39	
移
転
し
た
豊
洲
市
場
へ
の
期
待

40	

都
市
計
画
に
お
け
る
農
地
の
位
置
づ
け

41	

新
規
就
農
と
兼
業
農
家

32	

東
京
の
島
し
ょ
地
域
の
農
業
振
興
―
観
光
客
増
加
が
カ
ギ

33	

実
態
に
合
う
多
様
性
を
認
め
た
農
業
観
光
を

34	

新
興
大
企
業
を
中
山
間
地
に　

発
想
転
換
で
農
業
振
興
を

35	

農
業
振
興
に
つ
な
が
る
販
路
の
開
拓

36	

香
り
や
味
強
い
土
耕
栽
培
と
今
後
の
水
耕
栽
培

第
４
部　

画
一
的
で
な
い
振
興
策
で
可
能
性
を
拓
く　

都市農業の時代

17	

イ
ギ
リ
ス
の
田
園
都
市
に
学
ぶ　

都
市
農
業
の
運
動
と
共
通
点

18	

市
場
原
理
だ
け
で
は
成
り
立
た
な
い
日
本
農
業

19	

生
産
緑
地
の
ゆ
く
え
―
30
年
期
限
を
乗
り
越
え
て

20	

プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
教
わ
る
多
様
性

21	

相
性
が
い
い
農
業
と
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）

22	

若
い
農
業
者
が
安
心
し
て
経
営
で
き
る
制
度
を

11	
農
業
に
市
場
原
理
を
や
み
く
も
に
導
入
す
べ
き
で
は
な
い

12	
自
作
農
創
設
維
持
の
重
要
性　

今
も
変
わ
ら
ず

13	

兼
業
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
新
規
就
農
も
視
野
に

14	

労
働
力
確
保
に
向
け
農
業
政
策
の
多
様
化
を

15	

現
場
の
声
聞
く
ホ
ー
ル
フ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
学
ぶ

16	

得
意
分
野
を
複
数
も
ち　

都
市
化
の
進
行
を
逆
手
に

第
２
部　

多
様
な
農
業
経
営
を
支
え
る
政
策
を　

③　目次（かくし）
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50	

ド
イ
ツ
の
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
に
思
う

51	

農
地
を
都
市
計
画
の
中
に
き
ち
ん
と
位
置
付
け
る
政
策
を

52	

都
市
農
地
の
貸
借
と
農
業
委
員
会

53	

戦
後
日
本
の
都
市
農
地
政
策
三
つ
の
時
代

54	

都
市
農
地
貸
借
円
滑
化
法
の
今
後
の
課
題

55	

居
住
と
営
農
の
調
和
を
は
か
る
地
区
計
画
へ
の
期
待

56	

ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
の
経
験
と
教
訓

42	
戦
災
復
興
計
画
と
現
代
の
都
市
農
業

43	
生
産
緑
地
の
減
少
ス
ピ
ー
ド
と
相
続
税

44	

64
年
前
の
小
企
業
者
的
農
業
宣
言

45	

都
市
農
業
に
追
い
風
の
は
ず
だ
が･･･

農
地
が
減
少
し
住
宅
需
要
は
増
加

46	

農
業
用
ハ
ウ
ス
に
税
制
等
の
支
援
を

47	

離
島
で
も
元
気
な
八
丈
島
の
農
業

48	

家
族
農
業
と
農
地
の
継
承

49	

自
給
率
を
高
め
る
た
め
に
も
新
規
就
農
支
援
の
充
実
を

第
５
部　

追
い
風
に
乗
り
反
転
攻
勢
へ
の
新
た
な
志
を　

お
わ
り
に　

危
機
的
な
日
本
の
食
料
自
給

※
掲
出
し
た
写
真
・
イ
ラ
ス
ト
・
資
料
の
提
供
等
に
ご
協
力
頂
い
た
方
々
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日
本
の
都
市
は
、
発
達
過
程
を
み
て
も
農
村
と
併
存
し
て
き
た
。

そ
こ
に
「
農
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
う
テ
ー
マ
が
成
立
す
る
理
由
が
あ
り
、

欧
米
に
は
な
い
「
都
市
農
業
」
と
い
う
概
念
が
存
在
す
る
。

都
市
農
業
の
発
展
は
、
都
市
と
農
業
の
双
方
に
と
っ
て
大
切
だ
。

農
地
を
減
ら
し
宅
地
を
増
や
す
時
代
は
終
わ
っ
た
。

都
市
農
業
を
守
り
発
展
さ
せ
る
時
代
が
や
っ
て
き
た
。

「
農
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
う
日
本
型
モ
デ
ル

都
市
農
業
の
時
代
が
や
っ
て
き
た

（
２
０
１
５
年
４
月
~
２
０
１
６
年
２
月
）

第
１
部

都
市
農
業
の
時
代

1　扉（かくし）
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
で
は
都

市
と
農
村
が
画
然
と
分
け
ら
れ
る
が
、

日
本
で
は
混
在
し
て
い
る
地
域
も
多

い
。
都
市
の
発
達
過
程
を
見
て
も
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
都
市
で
は
、
ま
ち
全

体
を
城
壁
で
囲
む
の
が
普
通
だ
っ
た

が
、
日
本
で
は
城
の
周
囲
に
都
市
と

農
村
が
併
存
し
て
い
る
地
域
が
あ
っ

て
、
さ
ら
に
そ
の
周
辺
に
農
村
が
広

が
っ
て
い
る
の
が
普
通
だ
っ
た
。

　

そ
こ
に「
農
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」と

い
う
テ
ー
マ
が
成
立
す
る
理
由
が
あ

る
。こ
れ
は
欧
米
に
は
な
い
、
日
本
に

だ
け
成
立
す
る
独
特
の
テ
ー
マ
で
あ

る
。
私
た
ち
は
、日
本
に「
都
市
農
業
」

と
い
う
欧
米
に
は
な
い
概
念
が
あ
る

こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
い
い
と
思
う
。

　

地
方
自
治
法
（
１
９
４
７
年
）
に

お
い
て
都
市
の
概
念
に
近
い
言
葉
は

市
町
村
の
市
で
あ
る
が
、
こ
の
地
方

自
治
法
が
定
め
る
市
の
定
義
に
は

「
商
工
業
等
の
都
市
的
業
態
に
従
事

す
る
世
帯
が
６
割
以
上
」
と
い
う
項

目
が
あ
る
。
こ
れ
は
市
の
地
域
内
に

農
業
が
存
在
す
る
の
を
前
提
と
し
て

い
る
と
受
け
止
め
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

都
市
計
画
法
（
１
９
６
８
年
）
は

さ
ら
に
一
歩
進
ん
で
都
市
計
画
の
基

本
理
念
を
「
農
林
漁
業
と
の
健
全
な

調
和
を
図
り
つ
つ
」
と
い
う
フ
レ
ー

ズ
で
語
る
。
こ
れ
は
都
市
計
画
区
域

内
に
農
林
漁
業
が
存
在
す
る
こ
と
を

前
提
に
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る

が
半
面
、
放
置
す
る
と
都
市
は
「
農

林
漁
業
と
の
健
全
な
調
和
」
が
図
れ

商
工
業
と
農
林
漁
業
の
調
和

　
　
　
日
本
で
こ
そ
成
立
す
る
概
念

01

◆
２
０
１
５
年
４
月
17
日　
10
面
（
農
あ
る
ま
ち
づ
く
り
１
）

都市計画法 

（昭和 43 年法律第 100 号）

第二条（基本理念）
　都市計画は、農林漁業との
健全な調和を図りつつ、健康
で文化的な都市生活及び機能
的な都市活動を確保すべきこ
と並びにこのためには適正な
制限のもとに土地の合理的な
利用が図られるべきことを基本
理念として定めるものとする。

2
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都市農業の時代

な
い
だ
ろ
う
と
い
う
前
提
に
立
っ
て

い
る
。

　

都
市
に
お
け
る
農
業
は
、
都
市
に

よ
っ
て
農
地
を
浸
食
さ
れ
る
こ
と
も

あ
る
が
、
む
し
ろ
収
益
性
を
高
め
た

り
、
さ
ら
に
栄
え
た
り
も
す
る
。
都

市
農
業
の
発
展
は
都
市
と
農
業
両
者

に
と
っ
て
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
。

そ
う
い
う
視
点
か
ら
農
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
考
え
て
い
き
た
い
。

台東区教育委員会「江戸古地図で見る池波正太郎の世界」
東京都教育委員会「江戸から東京へ」等を参考に作成

城郭都市

全国の大名が持ち込んだ野菜の種が江戸城下へ広が全国の大名が持ち込んだ野菜の種が江戸城下へ広が
り、気候風土に合ったものが固定種となり、地名を付り、気候風土に合ったものが固定種となり、地名を付
した江戸野菜として定着したと言われているした江戸野菜として定着したと言われている

都市に農地が混在する江戸城下

大名たちは、国元から持ち込んだ
野菜を下屋敷などで栽培した

下級武士地 武家地 町人地 寺社地 田畑等
(水色) （黄色） （赤色） （茶色） （緑色）

パルマノーヴァ市
（イタリア）

農業は城壁の外で
行われた

広大な畑
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